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緒言

わが国における中等教育学校における体育の I選択
制履修授業(以下，選択制と略す)Jは，多様な側面か
らの問題指摘を受けながらも，平成6年の新学習指導

要領完全実施から全国的に中等教育に導入される手願

になっている1).2).3)。様々な指摘とは，①『生涯スポー

ツj構想、にどうつながるのかという基本的問題提起で

あったり，②現状では，生徒選択にはなりえず，過渡

期的とはいえ学校設定選定にならざるを得ない，③形

式的に選択制の形はとりえても，実質的に運動やス

ポーツの特性や楽しさに触れ，スポーツ認識や健康認

識を高めるための諸課題は単に制度上の問題ではない，

といった見解である。

選択制は，その構想が提示されて既にほぼ10年を経

過している。これを先進的に積極的に試みたレポート

も数多くみられる叫.5)。われわれの研究の視点、は，こう

した事実を踏まえながらも，先述の①の課題に直結し

ている。 f生渡スポーツj構想は，今日まで臨時教育審

議会等でいわれてきたところのf生涯学習体系の構築j

の一貫として位置づき，なおかつ体育・スポーツ界は

時間をかけてこの概念を醸成させてきた経緯が認めら

れる引，7)。

にもかかわらず，生渡スポーツ構想、の具体的イメー

ジは媛味モコとしている。つまり，スポーツは生活の

質を高めたり，人間関係を豊かにしうる可能性があり，

健康的な生活にも寄与する可能性が認められるから，

「生涯スポーツを続けよう!jという素朴な受けとめ

方が，生涯スポーツに対するー絞的認識であるといえ

よう。それはそれで警として，それではどのようなシ

裕
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ステムや，システムの変更で生涯スポーツを実現する

かとなると，具体性に欠ける。民間のスポーツ産業を

どう使うかとか，どのようなイベントやプログラムが

準備されているとかの情報をネットワーク化しようと

いう発想しか見えていないのも現実である九中等教

育への選択制導入もその一つである。我々の基本的な

課題意識は，生涯スポーツ構想、を試行中の選択制との

絡みで評価し，かっ近い将来に提起されるであろう諸

問題を，現状把握をふまえて検討することである。

I 先行研究調査

体育の選択制授業の実施状況を調査したものとして，

公表されているものはさほど多くない。その中で，東

京都高等学校体育研究会・体育部会が行ったものは，

1990年に実施された調査として先駆的なものといえよ

う九この研究の基本的態度は，新学習指導要領の精神

を「生涯スポーツの推進jとおき，そのための課題を

「自ら進んで運動に親しむ能力と態度」・「自ら進んで

心身を鍛える能力と態度J・「発達段階に応じて自主的
に健康な生活を実践することの出来る能力と態度Jを
養うとする基本路線を押えながら，何等かの形で選択

制授業を実施している学校の実態(していない学校の

実態を含む)と問題点を教師・生徒双方から把握しよ

うとする試みである。

「穣目選択制」や「領域内選択制j，或は「学校選択1・
「生徒選択j，さらには「男女別選択j・「男女共習選択j

や「大単元選択J・「中小単元選択Jと選択幅・選択主
体・性差・単元構成の問題等を含みながら，授業進行

に係わる学習形態や補助資料・評価問題も精密に解析

されている。
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これらの調査結果は，東京都下に摂定された調査で

はあっても，選択制の実施が多様な形をとり，なおか

つ実施しえていない多様な理由をも提起している。実

施しえない理由は，詳細には判別しかねるが， r十分な
施設・設備が足りない」・「保健体育科の教員数がたり

ない」・「時間割編成が困難j・f各教師の持ち時間に無
理が生じるj・「生徒の現状から考えて実施が困難J等
の項目の回答率が高い。

これらは，場合によっては，平成、6~手新学習指導要

領の完全実施に伴う行政指導が，指導になりえない可

能性をも示唆している。また，生徒逮は基本的に軽ス

ポーツとでも呼べそうなスポーツを高校時代にも卒業

後にも実施したいと考えている。具体的には球技系の

テニスやソフトボール・バドミントン・バレーポール

等の人気が高く，これは今日の社会的スポーツ状況を

反映している可能性が高い。

この調査結果をも比較対照として，地域特異性を明

らかにしながら，検討のスタートとして以下に示す調

査を行った。

11 研究の対象および方法

1 )研究対象

研究の対象(調査対象)は，以下に示す通りである。

広島県内の高等学校:138校

大阪府内の高等学校 42校

鹿児島県内の高等学校 21校

広島県については，県立障害児学校・定時制高校を

除く全ての高校を対象とした。我々は，一義的には広

島県に注目しているからである。

大阪府については，選択制の実施がかなり以前から

行われている関西地区の代表としてその約10%の学校
を，大規模校・中規模校・小規模校に分け，公立・私

立，普通科・実業科，男子校・女子校などを考慮して，

サンプル校として多段階抽出した。

また鹿児島県については，選択制についてかなり興

味深い展開をしている学校を知り，調査を行うことに

した。サンプル校の抽出方法は，大阪府と同様である。

2)研究方法

(1)予備調査

広島県内の高校を学区毎に大規模校・中規模校・小

規模校・実業校に分け， 15校を選出して予備アンケー

トを実施した。この調査は，アンケートの内容につい

て，調査意図の通じにくい項目や用語，或は多義的で

答えにくいものがないか等について，改良点を検出す

るためのものであった。 1991年9月26日に試作アン

ケートを発送し回収した。その結巣，追補資料に示す

調査フォーマットや用語が少なくとも回答上困惑する

ような重大な問題を含まないことを獲認した。

( 2 )本調査

予箔調査をもとに，対象校全てにアンケートを発送

した。調査時期として，各学校の教育課程が安定的に

笑揺されており，学校行事も比較的少ないと思われる

11月初旬をめどにして， 1991年11月181こアンケート

を発送した。

本調査の記毅者として，体育科主在もしくは主任の

指名教師とし， 11月下旬を縁切目と設定，さらにその

段階で未回収校iこ督促状を出すという認送調査であっ

Tこ。

( 3 )集計方法

回収された調査用紙を，項目ごとに単純集計すると

ともに，いくつかについてクロス集計した。率の計算

は，%以下を四捨五入した。

III 研究の結果および考察

1)調査回収率

広島県 110校回収率80%

大阪府 32校回収率76%
鹿児島県 18校回収率86%

合計 16θ校回収率80%

合計回収率iまぽ80%は，通常の郵送調査としては極

めて高い回収率といえよう。それだけ，選択制への関

心の高さを示すものといえよう。

2 )選択制授業の実施状況について

広島県……23校 (21%)

大阪府……11校 (34%)
痩児島県…… 5校 (28%)
全体....・H ・....39校 (24%)

アンケート結架からも分かるように，大販が3笥lを

越えているだけで，選択制授業の実施率は全体で24%

とかなり低い数字を示している。低いと表現したのは，

選択制自体が構想されて10年を経過した時間の流れが

あるからである。

この実施状況を詳細にみるために，実施の状況(A:

選択制を実施している， B:実施していないが検討中

である， C:以前に実施，現在実施していない， D: 

実施していない)と学校規模(超大規模校;生徒数

1，700人以上，大規模校:1，000-1，699人，中規模校;

500-999人，小規模校;499人以下)でクロス集計した

結果を3県合計で整理したのが表lである。

選択制実施状況を学校規模別に見てみると，広島県

ではそれぞれの差が余り見られなかった。大阪府では

小規模校が75%，中規模校が50%，超大規模校が40%
なのに対して，大規模校が9%と低い数字を示してい

た(表略)。また鹿児島県では，大規模校は50%と高い
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表 1 生徒数と選択制実施状況(3県合計)

A B C D 合計

1700以上 5 4 。 5 14 

lOOOへ-1699 17 11 2 37 67 

500へ-999 9 6 。 36 51 

499ι.nご 8 。 。 20 28 

合計 39 21 2 98 160 

生徒数別笑施率 1700人以上……………・……36%
lOOO~1699人・・・ .....................26%
500~999人・ ..........................18%

499人以下…...・H・~ ~ _....・ H ・...…'29%

数字がでいるが，中規模校13%，小規模校は33%であっ

た(表格)。しかし3県合計としてみれば，学校規模別

の実施率にそう大きな差は認められないものの，中規

模校の実施率がやや低い傾向は指摘されよう。但し，

こうした傾向の中にも大阪・鹿児島のデーターは10%

サンプリング諒査であるために生じたバイアスの可能

性は否定できない。

3)選択制実施校の特徴

ここでは，選択制実施校に焦点をあてて，その特徴

を把握することとする。

(1)学校の環境と選択制授業の実施状況

選択制の笑施iこ関する項目への回答(A-D)とその

学校の所在地の特徴(都市部，都市郊外，農山村部，

烏艇部)をクロスさせたものが次の表2-1と表2-2であ

る。これは，広島県と 3県を合わせたものである。島

燦留には低い傾向も認められるが学校の所在地という

要素は，選択制の実施・非実施にとって大きな影響を

もたないと言えよう。

( 2 )選択制授業実施理由について

広烏県・大阪府のいずれもほぼ同じくらいの割合で，

I位は「生涯スポーツの理念を考慮、したためj，2位は

「生徒に運動の楽しさを理解させるためj，3位はrr個
性化jr飽由化jの理念を生かすためj，となっている
(表3)。全体としてもその願位は変わらないが，鹿児

島県では， r生徒に運動の楽しさを理解させるため」が
80%を点めている。それに対して， r学習指導要領の方
針に添うようにするためJという意見はそれほど多く
ない。多くの現場の教師たちは，生徒にスポーツの楽

しさや喜びを感じさせ，一生を通じてスポーツに親し

んでいけるようにと望んでいる。

しかし，少数ではあるが体育の授業が生徒指導の機

能を含んでいる学校もあり，学校という組織の中での

体交の祭たす役割は，主誌なる一教科とか，一般論とし

ての運動・スポーツとの関係だけではないように考え

られる箆習もある。

(3 )選択さ送授3誌の穣目群とその決定について
ここでは使F認可能な設鐙・施設によって決められた

表2-1 学校所在地と選択制実施状況(広島)
A B C D 合計

都市部 6 4 。 18 28 

刻1 タト 9 6 2 34 51 

農山村 6 1 。 13 20 

島艇部 1 1 。 9 11 

|合計 22 12 2 73 110 

地域別の実施率都市部・………・….....・H ・-……・27%
都市部郊外・・・・・......................18%
農山村部・.............................30%
島腕部...・H ・..…...・H ・..………・・・ 9%

表2-2 学校所在地と選択制実施状況(3擦合計)

A B C D 合計

都市部 11 8 。 27 46 

対3 タト 19 11 2 46 78 

農山村 7 2 。 14 23 

島艇部 1 1 。 11 13 

合計 38 22 2 98 160 

地域別の実施率都市部…......・H ・-…・….....・H ・…24%
都市部郊外・・・・・....................・・25%
良山村部・....................・・・・・・・・・30%
島艇部・・・…一...・ H ・.....・ H ・..……・ 8%

表3 選択制授業実施理由について

III 1)なぜJ選択告IJ授業jを取り入れたのですか。

広島県
①学習指導要領の方針に添うようにするため。・…..…-・・・H・H ・..… 3(13%)
@f生涯スポーツ」の理念を考慮したため。……-………・・… …16(70%) 
@f儲性化lf個別化jの理念を生かすため。……一日H・H ・..………・ . 8(35%) 
@生徒に運動の楽L さを理解させるため。…・~...一.......…M・H・...…・・・13(51%)

<5:教師の専門性を生かすため.………・……・・・・・・回目即 日…....O( 0%) 
@生徒数の関係で，これまで授業が円滑に行われなかったため。......2( 9%) 
rt施設を有効に使うため。…・ ……-…・........………H・H ・....……_.2( 9%) 
③その他…H ・H ・...・H ・-………・ ……・“.........…H ・H ・ ….........1(4%) 

大阪府
a:学習指導要領の方針に添うようにするため。………………...........1(9%)
②「生涯スポーツjの理念を考慮したため。…… …・・・・ ・…・ 8(73%) 
@f個性化Jf個別化Jの理念を生かすため。……・ ….... …・ 4(36%) 
④生徒に逮動の楽しさを環解させるため。...・H・..……………………・・ 6(55%)
<5:教師の専門性を生かすため。.......……・…...........・M ・-….O( 0%) 
⑥生徒数の関係で，これまで授業が円滑に行われなかったため。1(9%) 
⑦施設を有効に使うため。…….............……・・・・………- … ... 1( 9%) 
⑧その他・・ "・………………...............・H ・-…H ・H ・...・H・........1(9%)

鹿児島県
①学習指導要領の方針に添うようにするため。・ ......… … 3(ω%) 
@f生遂スポーツjの理念を考慮したため。…… ……… ・・… ・2(40%) 
cr，f億七主化Jfi翠jjUiヒjの潔念を生かすため。………・・……… … 1(20%) 
[生徒に遼裁の楽しさを理解させるため。…………………….....・H ・...4(80%) 
@~聖書事の専門性を生かすため。 “......…...・H・....………........…・・1(20%)
@生徒数のOO~長で.これまで授業が円滑に行われなかったため。 O( 0%) 
<t~室設を有効に使うためr………………...・H・...…………・……・・ 2( 0%) 
@その悠…………………・・・… ……"………… ………………….. 2( 0%) 

全体
G戸空習Ili華客室EZ震の方針に添うようにするため。.........・H・....………1(18%)
@i生主主スポーツjの葱念を考翠したため。…… -……… …………26(67%) 
~í!翠笠化Jíi翠33!とJ3)翠念を生かすため。…… ……… ・… 13(33%) 
@生徒に逮畿の楽しさを理解させるため。………………・ … .....23(59%) 
@t主祭の薄汚笠を生かすためr ……"…………….........…………・・1(3%) 
@生徒訟の!lll~華で，これまで授業が円滑に行われなかったため。 ・・ 3(8%) 
rt築設をお22iこ佼うため。……………・……… ……・・ …・ ・・ 5(13%)
45その悠…・….......・m・-…........…………………………・ …・・・… 2(5%) 

その総 O生後の苦言が慈し出来るだけ体育の授業で生徒の原告書を見て
欲しいというま主教科の要望による。(大阪S高}

O~主主主綴毒事を含めている。(広島O高}
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ものが7割以上を占めることからも分かるように，明

らかに設備・施設に選択制が制約を受けていることが

うかがえる(表4)。次いで同一運動領綾内での選摂が

多く，選択の幅は狭いものであると思われる。しかし，

割合としてはそう多くはないが，生徒の意見を翠捜し

た広い選択種目群も考えられている。その次iこ多いの

が異なる運動領域からの選択であるが，地域特性を生

かした選択であるとか，シーズンを考慮しての選択で

あるとかいったことは選択制以前の問題か，種目選択

にかかわる意見としては強く出ていない。

また，選択制授業が行えない理由として教部数の不

足を挙げている学校が多いのに対して，種目を決定す

るときには教師数は余り考慮されていない。そのほか

少数意見としては，レクリェーション種目を積極的に

取り入れるといった意見がある。レクリェーションを

知っている，できる，ゃったことがあるという経験は，

これからの余暇時間を有意義にするものとして儲億あ

るものかも知れない。

さらに，一教師一講座を原則とするという意見は，

多数の講座を開講することによる指導の充実のために

は必要不可欠なものであると思われる。しかし，この

一教師ー講座の原則を守るには，同一時間に多数の教

師が指導しなければ選択制授業は成立しにくしそう

なれば同一時間に活動する生徒の数も増えてくる。と

なると，結局は体育の授業を中心にその学校のカリ

キュラムや時間割が考えられなければ，より望ましい

選択制授業などというものは実現困難なのかも知れな

い。ここでいうより望ましいとは，生徒の選択の自由

度もより高く，各教師の負担や指導効果を体感できる

システムということである。中には武道(格技)にお

ける柔道・剣道の選択も観察されたが，いわゆる主留

に沿う選択制と呼べるかどうか疑問もある。

( 4 )選択制授業開始学年について

ここでは圧倒的に高校3年次からの導入が行われて

いることが分かる(表5)。これは生徒の体力や行動力

(自主的活動能力など)を考慮した上での結果であろ

うと考えられが，来るべき平成6年の制度的指導や圧

力に対しての体裁を整えるだけの対応なのかは，現時

点では判別しにくい。 3年のそれもどこかの時期にだ

け部分的に選択制を導入しておればそれはそれで実施

校には違いないからである。現笑に2年 1年へと拡

大する傾向は余りくみ取れない。

( 5 )生徒の種目選択方法について

(1)クラブとの関係

全体を通じて，選択種目とクラブ活動や部活動とは

いっさい関係ないという意見であるが，それは建前的

なものとも受け止められる。とりわけ，グループ学習

をするF警のリーダー告さ設設を祭たすこと:)出祭る存在
{多くはクラブ・詑活設経験者がとりやす~))ま必婆

のようである。換言すれば.そのようなリーダー的存

在が，体育J)選択さ:.筏3還を~り立たせている笠3さな要

策ともいえそうである。

(2)以前の選択懇自との関係について

選択さi'Jが複数学年に霊援することは少なかったが，

領域内選択や領波間の選択では，盤自室授や変更の問

題がからみやすいと考えた。しかし，回答;ま以蔚の選

択趨呂とは「いっさい関係な~)Jというのが全体を通
して圧密約;こ多い。これも「生涯スポーツJ• r運動の
楽しさjなどといったものを考怒してのことであろう。

つまり，連続して護修することも変吏して題修するこ

とも，それは釜本的には生徒遠の8自と考える鎖向が
強い。

表4 選択制捜業穫自群の決定について

2)遂事里総ま霊祭怒沼震はどのようにして決めましたか.

広島祭

(i);司ー遼象昔話量案内での還させにした。{符:パレー・サッ士一}“….....6(26%)
@爽なる途変祭浸からの還渋にした.(符:i塁線・ダンス・~H:)...... 5(22%) 
@型主主主終f主を生かした選択にした.(スキー・ A7ート}…………一一1(4%) 
ttあらゆる逮変種臼の中からのt'lm~霊裂にした.(生徒.ii!.Q.璽災)ー 3(13%)
~>~聖書5の専門・ 3聖書::>ltでき霊 []t=淡5)られた.一一一.........……1( 4%) 
窓受Jlj'ヨ祭主~Ii電・ 3支還によって決められたィ………………………16(河%)
¢季鐙(シーズン)を考愛して決めた……………・…・… 一・・….....8(35%)
②その忽……...........………………一一一・.........…“…… 303%)

大詰Z府
①:JQlー逮霊告書喜竣内での還さ'11ごした.(鍔:パレー・サッカー)…………H36%)
@異なるE童数祭主まからの選択にした.(傍:鉄嫁・ダンス・本泳}… 3(27%) 
@滋竣終f主を生かした選択にした.(スキー・スケート)…・・……・・ O(0%) 
③あらゆる遼重喜怒臼の中からの自也選択にした.(生徒の意見3霊祭ト・ 2(18%)
⑤教室5の専門・教室5の数で種目が決められた。…......……...・M ・..…・・ O(0%) 
@使用可告をな設鑓・ 5室~によって決められた・H・...…………….8<73%)
⑦季節{シーズン)を考!iして決めた。………........................ ……l( 9%) 

③その他…・……………… …………...・ H ・.....一一……- ……l( 9%) 

鹿児島県

①i司一運動言語袋内での選択にした。{例:パレー・サッカー}…・一一 4(80%)
②異なる遼設領竣からの選択にした。(倒:鉄棒・ダンス・水泳}…...O( 0%) 
@貫主主主将位を生かした選択にした。{スキー・スケート)..........……・・。(0%) 

@あらゆる逮雲種呂の中からの自由選択にした.(生徒の窓晃霊祭)… O(0%) 
⑤教釘の専門・教昔話の教で種目が決められた。…………-…・………1(20%)
@使用可能な設簿・箆設によって決められた。…..…~……・一…… 4(80%)
⑦季箆(シーズン)を考翠して決めた。...・H ・.... ………・………………1(20%)
③その他・・……・………・ …………...........………………………… O( 0%) 

全体
①同一運動領域内での選択にした。(例:パレー・サッカー}………“14(36%)
②異なる遼動領竣からの選択にした。(例:鉄棒・ダンス・水泳}…… 8(21%)
③地域特性を生かした選択にした。(スキー・スケートl・h ・-一一一 1( 3%) 
④あらゆる逮動種目の中からの自由選択にした。(生徒の窓晃重視)… 5(13%)
⑤教邸の専門・教邸の数で種目が決められた.……… “ …...... 2( 5%) 

⑥使用可能な設備・施設によって決められたよ・・....山・・・……M ・M ・-…26(67%)
⑦季節(シーズン)を考慮して決めた。……………......... … ...・ H ・"10(26%)
⑧その他….....・M ・-…………......... ……・…...・ E・.. … ……… 4(10%) 

その他 O教師の持ち時間{広島B商)
。レク種目を取り入れている。(広島Fil!li)
0一教師ー講座を原則とする。(広島A高)
O生徒が暴れない種目，生徒が恐怖を感じる種目{大阪S高)
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その他 03年次のみの笑主主のため選べない。(全体)
0選択は3年次のみ。同学年では同じ種目を選ばないようにし
ている。{広島K認・大阪S高)

全体的に選択の幅が狭く，その中でのグループ学習

が行われているようである。特に大阪は，かなり教師

の指導性が少ない授業が行われているようである(図

略)。広島県で行われている選択制授業は，選択制と

言っても内容的には一斉授業とほとんどかわりのない

形式的なものでしかない可能性が高い。これは，選択

制授業導入後の経過年数とも関係しているかもしれな

い。但し，上記の区分は必ずしも授業の質にかかわる

分類ではなく，授業そのものの善し悪しを判断する基

準ではない。

( 8)選択制授業導入後の変化について

選択制授業については実施後の方が大部分に於て良

いといった結果が出ている。①「学習意欲みられるよ

うになったJ③「運動に親しむようになった」⑪「自
分が何をすればよいかが分かるようになった」などの

項目への回答率が高かった(表略)。

4)選択制授業非実施校の特徴

(1)選択制授業を行っていない理由について

実施されない主な理由では.I施設・設備に限りがあ

るJI時間部編成上困難である」がまず挙げられている
(表8)。そのほか教師の数・教師の持ち時間・生徒数

などの枠に関しての解答が多い。また「生徒の自主的

活動能力が乏しいJI生徒自身が自分の課題を解決する
能力がないjなど，生徒側への問題も投げかけ，ここ

からもリーダー的存在の生徒がいなければ一斉授業に

ならざるを得ない実状がうかがえる。

表6 選択種目と以前の選択種目について

(2)その生徒の以前の選択種目と今の選択積目との関係はどの様に指
導していますか。

広島県
①以前の選択種目とはいっさい関係な1.<)0'・.... …… … 6(26%) 
②なるべく以前の学年で履修した種目とは違う種目を選ばせている。……… 3(13%)
③一度前学年次に履修した種目は選べない。……...・H ・..…...・H ・..……。(0%) 
④その他・H ・H ・....・H ・......・H ・..….........……………………………・ 7(30%) 

大阪府
①以前の選択種目とはいっさい関係な"10....・・ ……・・ .........4(36%) 
②なるべく以前の学年で履修した種目とは違う種目を選ばせている。………1(9%) 
@ト度前学年次に履修した積目は選べない。・・...・H ・.....・H ・........・H ・O(0%) 
④その他...・H ・..………………………..............・H ・......・H ・..………… 4(36%)

鹿児島県
①以前の選択穣目とはいっさい関係な1，10"， ……… …・・ 3(60%) 
②主るべく以前の学年で履修した種呂とは違う緩目を選ばせている。………1(20%)
③一度爵学年次に履修した種目は選べな!，lo"・H ・....…H ・H ・.....・H ・..…。(0%) 
@その惚............…・・……...・H ・..........・H ・.....・H ・...…・・….........・1(20%)

全体
①以誌の選択種目とはいっさい関係な1，10 •••••••• ……… …・・ 13(33%) 
②~るべく以誌の学年で緩修した畿日と 1;1違う穫目を選ばせている。……… 5(13%)
@ト皮磁学年次に緩修した種8は選べない。・…“H ・H ・....…........…。(0%) 
③その倦……............・H ・...............……….......…… ・…ー "12(31%) 

F

、υヮ“

( 6 )生徒の希望が集中した場合の対処について

ここでは生徒同志で話合いをさせたり，第2.第3

希望を取るなどが多く(表略).生徒の希望を尊重する

意志がうかがえる。いずれにしても，選択制運営上一

講座には物理的限界があることは自明の理であって，

それをどう調整するかの機能は，現時点でも働いてい

るといえよう。

(7)選択制授業の形態について

ここでは教師が，時に応じて助言を与えるグループ

学習の形態が全体を通して最も多い。次いで教師がプ

ログラムを提示するグループ学習である(表7)。選択

制にして，その範囲で一斉授業をするといった傾向は

少ないが，これらはまた異なった側面からの検討を必

要としている。

図1は選択種目群の決め方と，教師の指導性につい

てクロス集計したものである。縦軸は教師の指導性を，

横教は選択の幅を表している。そして教師の指導性が

大きくて選択の幅の狭いものを「一斉学習的選択制J.
教師の指導性が大きくて選択の幅の広いものを「形式

的選択制J.教師の指導性が大きくなくて，選択の幅の
狭いものを「グループ学習J.教師の指導性が大きくな

くて選択の幅の広いものを「自主的運営による選択制J
と区分した。

(自主的運営による選択制)

l →選択の踊(広}

(形式的選択制)

I →選択の幅(広)

(形式的選択制)
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表7 選択制授業の形態

6)r選択制授業Jはどのように行っていますか.

広島製
①教師の主導による一斉学習が多1.)0'"……一…"………“…山山…..3(13%)

②教師がプログラムを提示するグループ学習。…………-…………・ 5(22%)
③教師が時に応じて助言を与えるグループ学習。……………..……“14(61%)
④安全管理指導に重きをおくグループ学習を行う.……………........J( 9%) 

③学年や種目によって，一斉学習かグループ学習を行う.…………… 4(Ji%)
⑥その他..........……..........……一......……・-….................J( 4%) 

大阪府

a:教獅の主導による一斉学習が多い。-………………………………・・J(9%) 
<%教釘がプログラムを提示するグループ学習。 H ・H ・....“・・・・・ ……“J( 9%) 

③教舗が持に応じて幼言を与えるグループ学習。……………………..8(i8%)
④安全管理指導に重きをおくグループ学習を行う。…………………..2089~) 
⑤学年や種目によって.一斉学習かグループ学習を行う…J(9%) 
⑥その他 …………・・ ……….....・H ・.............…・・・…・ …・・・・・… O(0%) 

鹿児島県
包激師の主導による一斉学習が多\.~o.....………......…………… O( 0%) 

@教師がプログラムを提示するグループ学習。….....・H ・-…………… 3(60%)

@教師が時に応じて助言を与えるグループ学習。 ……………........3(60%) 

④安全管理指導に重きをおくグループ学習を行う。………………ぃ O(0%) 

⑤学年や種目によって，一斉学習かグループ学習を行うe…………・・ O(0%) 
⑥その他…・ ...・H ・-…………………………….........………………・ O(0%) 

その他
①教師の主導による一斉学習司が多J..}o....・H ・.. ………・……- …・・ 400%)

<%教舗がプログラムを提示するグループ学習。…………………・…・・ 9(23%)
Q:教銅が持に応じて助言を与えるグループ学習。…………・・………・ .25(64%)
④安全管理指導に重きをおくグル}プ学習を行う 0・・……....・H ・......2( 5%) 

([学年平種目によって，一斉学習かグループ学習を行う。….....・…・・ 400%)
⑥その他 …・・ …………“........…ーい........・H ・.....・H ・-………・・・J(3%) 

その他 Oグループで到達自擦を作成し，メンバー一人一人が額議にそ
の時間にあった指導案を作成し、事前に教師に見せて指導を

受け，その生徒が一時間を計画に従って展開していく。

(広島I高)

表8 選択制授業を行っていない理由

IV-1 r選択制捜Jを行っていないのは何故ですか.
広島県 3県全体

①使用可能の施設・設備に限りがあり必然的に種目が決ってしまう。
.....53(60%).74(61%) 

②教師の専門・教師の数で種目が限られたロ......... ……....22(25%).29(24%) 
@教師の持ち時間数で種目が限られた。……...・ H ・ …........21 (24%).24 (20%) 
④生徒数が少なくて，選択制にすると授業が成り立たない。一IW3%).1402%) 
⑤評価が困難になるから。……・.................……...・M ・....…… 8(9%). 8( 7%) 
⑥教師自身.r選択申!授業」の意義が見いだせない。 ………ー.3( 3%). 9( 7%) 
@教師が「選択制授業jの中のどこで指導してよいか分からない。

. 2( 2%). 2( 2%) 
③生徒の自主的活動能力が乏しい。 E・E・…・ ……...・ H ・...・ H ・."19(22%).26(21%)
⑨生徒の体力・技術の向上が望めなJ..}o'・..…・ー… …....... 4( 5%). 4( 3%) 
⑮生徒自身が自分の課題を解決する能力がない。・ ……““ 7( 8%).1l( 9%) 
⑪時間部編成上困難である。(他科目との兼ね合いがうまくいかない。}

・・…・・40(46%)59(49%)
⑫天候の急変や教師の急な出張などの突発的な事態が起こったとき.対応できな
い可能性高い0・……………....・H ・............ …..............1608%).22 (18%) 
⑬その他・・・………… …E・E・...……………・・ ……・・ ー.5( 6%).1l( 9%) 

その他 O中高一貫教育で，中学・高校が同じ施設を利用している。
(広島H・J商)

Oこれまで選択制授業について一度も検討したことがない。
{広島K.N高) (大盟主K高)

O科によっては10人を下るクラスもあり図難である。
{広島s校)

O種目の決定が難しし種目が偏ったりする。{大阪R高)
O新教育課程に対応して，近いうちに検討が始まると恩われる。

(大阪O高)
O工業科中心の授業のため。(大阪S高)
O教員数などの条件整備をないがしろにしたままでは，効果を
上げることは困難である。(鹿児島 I高)

総合的にみれば，教師は選択誤認紫iこ窓翠があると

考えているようであるが(@).笑擦に行うにはかなり

の毘繋が伴うのである。突発的な事態が起こったとき

に対応できないという理由も見逃せないものではある

が(@).これは教諮問の連絡や臼墳の教材研究(雨天

時の指導案とか}でカバー出来うるとも考えられる。

評留に関すること，生徒の体力・技街の向上の事項が

あまり解答としてみられないのも，ぞれが笑擦に決定

的な要菌ではないからと言い切れるかどうかは課題を

残している。その伎の意見に関しては，中高一貫教育

?の施設の問題や，実業校などでの専門科目中心の授

業など，実施に関しての問題点が挙げられている。

( 2 )以前に笑施していた選択制授業をやめた理由に

ついて

ここで示されたものは，選択制実施に踏み切ったが.

従来と大した変化はない，或は継続する条件に欠げて

いたとみなすことが出来る(表9)。しかし，数こそ少

ないがこうした事例のもつ意味はかなり深刻な問題を

提起することになると考える。単にやめたから云々で

はなくて，目下継続している学校にも共通した問題を

含んでいると思われるからである。

表9 選択制授業をやめたま重治について

IV-2 以前に実潟していた I選択銭授業Jをやめたのは将紋ですか。
広島県 K高・ Dil'Iiの2誌のみ
④従来の綬業をやっていたときと大した変化が認められなかっ

た。(D潟)

⑪その他

O同時夜間の時数が矯え(同一学年・勉学年)箆設・量生鑓の都合
で実施図録になってきたため。 (Kil'Ii)

また，大詰ZのH潟では，以下の塑由によりやめたf草分もあるとし
ている。現在は生徒数(少数)の関係でやむを得ず行っているそう

である。

⑤「生涯スポーツJとの関わりが見いだせなかった。
⑥生徒の体力・技術の向上が認められなかった。

⑬生徒が記入したグループノート・偶人カードに次への課題を示す

など，授業時間外の負担が大きい。

( 3 )選択制に対する意見

選択制を現時点で導入していなくても，全体的に「生

涯スポーツJr運動の楽しさJr個性化Jr個別化Jを考
慮して実施した方がよいという意見が圧倒的に多い。

しかし，一方で「学校体育においてはやらないくても.

現時点では特に差し支えないJという意見も多い(渓
10)。これが理想と現実の顕著な現れといえるかも知れ

ない。総論賛成でも各論，具体論になると一致しにく

い段階を抜けきれない現状にあるといえよう。

表11では， r選択制の実施状況」と「選択制に対する
意見Jをクロス集計したものである。表からも分かる
ように，現在選択制を実施していない学校も，現状の

ままでよいとする意見より，選択制が望ましいという

n
h
u
 っ“



表10 選択制授業に対する意見

v r選択鮒鵠jについて素直にどう思われますか.
広島県 3県合計

①「生涯スポーツJを考慮して実施した方がよい。…・ ...・ H・50(51%)，74(46%)
②運動の楽しさを理解させるために実施した方がよ ~>.""""'50(51%) ，77(46%) 
③「儒性化Jr倍別化jを考慮にいれて実施した方がよい.・……ー 38(35%)，49 (31%) 
④学校体育においてはやらな〈ても，現時点では特に差し支えない.

'17(15%)，33(21%) 
⑤生徒の体力・技術の向上を考えて，実施しない方がよい。 ・O(0%)， 2( 1%) 
⑥その他 …….. ……...・H ・.... …ー ………・・…......・・ 4(4%)， 9( 6%) 

その他

03年のみなら「生渡スポーツJとして実施してもよいのではないか。
(広島Y高)

O施設・教師数が獲えば，選択制は望ましい。(広島D'M高)
0自主的に自分逮でまとまってやる姿勢が出てくるので，そういう面で
は高校生としてBetterな部分である。(広島M高)
0今後の検討課題ではあるが，良か否かわからない。(広島N高)
05年後に高3次より選択制導入して少しでも多くのスポーツを広く経
験させ，運動の楽しさを理解させようと計画している。(広島5高)
0-教師一多種目で偶人指導がどこまで出来るであろうか。(広島F高)
Oリーダーシップをとる生徒の存在が不可欠。そんな生徒のいないグ
Jレープに教師はかかりっきりになる。それで選択制と言えるだろうか。

(大阪S高)
O生徒の実状に応じて考えれば良い。{大阪N高)
03年のみ実施している。2年までは現行のままでよいのではないか。適
E寺f生や身体発育上の問題で早い学年で選択を取り入れることには疑問
がある。(大阪O高}

0男女によって行動窓欲に差がある。男子はよいが…。(鹿児島s高)
O生徒の自主性があるかないかを考えなくてはならない。(鹿児島I高)
O広〈いろいろな種目をさせ，その中から自分に向いたスポーツを見つ
げるのも良いのではないか。しかし雨などのことを考えると，授業の嘉

なPが多い場合は図書重なことが多い。(鹿児島G高}

方が多い。これも現実と理想、のギャップであろうか。

つまり，選択制を試行する価値は一般論として認める

僻j扇をもちながら，導入することの現実的困難放に，

とりあえず現状維持に甘んじる状況が認められるから

である。一方的に選択制を無視しているのでも敵視し

ているのでもないことは理解しなければならないと考

える。

IV 結論

1)実態把握力、ら

本研究では，選択制授業の実態把握をすることから，

選択昔話授業を行うための条件並びに，選択制授業が成

立しない理府が何であるのか検討してきた。中でも興

味深く思えたものは，大多数の教師が生徒に対してス

ポーツの f楽しさjであるとか「喜びjというものを
体験させてやりたいと思っていることである。選択種

目を選ぶ場合にあまり昔話j約を与えない努力をしている

ことや，希望が集中したときの対処の仕方にその意図

が主義くうかがえる。また，選択制授業実施後の生徒の

変化についてもかなり肯定的な評舗をしているといえ

る。しかし，そんな教障の思惑とは裏腹に，行われて

いる授業はかなり制約を受けたものになっている。そ

れは，機怒10年iこしての笑持率に顕著に現れているし，

表11-1選択制実施状況と選択制に対する意見(広島県)

① @ @ ④ ⑤ @ 

A 15 16 9 。 。 。
B 5 7 5 1 。 1 

C 2 2 1 。 。 。
D 34 31 23 16 。 3 

音十 56 56 38 17 。 4 

表11-2選択制実施状況と選択制に対する意見(3県合計)

① ② @ ④ 

A 23 24 11 3 

B 11 11 11 2 

C 2 2 1 。
D 38 40 26 28 

言十 74 77 49 33 

縦 A…実施している

B…実施していないが検討中である。
C…以前に実施，現在は実施していない。

D …実施していない。

横①「生涯スポーツJを考慮して実施した方がよい。

@ 

1 。
。
1 

2 

②運動の楽しさを理解させるために実施した方がよい。

③「傍性化Jr個別化Jを考慮にいれて実施した方がよい。

@ 

3 

3 。
4 

10 

④学校体育においてはやらなくても，現時点では特に差し支えない。

⑤生徒の体力・技術の向上を考えて，実施しない方がよい。

⑥その他

施設・設備や体育教員の定数問題は政治的・経済的な

裏付けを必要とするもので，改善はかなり困難な問題

であると思われる。元来現有の施設は，生徒数を前提

に，ークラス一種目の体育学習を前提に設定されてい

るのであろうから，可能な限りの平行利用を考えてい

かなければならないと思われる。その点，カリキュラ

ムに関して言えば，教師間で話合いをすることで，い

くらかは改善される余地があると思われる。こうした

現状や諜題の多くは Iでみた先行研究と共通する部分

も多く，目下の段階で地域特異性といえる稜の顕著な

差異は認められない。

こうしたことも踏まえて，幾っかに結論を要約する

と以下のようにまとめられよう。

(1)体育科における選択制授業実施率20-30数%という

のは，厳密に高いとか低いとかの評価は出来ない。

しかし，構想、10年の試行時間を考えれば，さほど簡

単に導入できる諸条件をもたないことを示唆してい

ると考えるべきであろう。

(2)選択制の導入・非導入の要になっている条件とは，
施設・教員定数・学校カリキュラム(時間割)等の

学校関連要素と，生徒の全般的能力の認め方にある

ように考えられる。

(3)f全学年を通じた履修方法jを目途とする前提は，
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現段階ではほとんど達成されて必らず，本認査にお

ける実施校でも高校3年生のみへの導入がほとんど

であった。

(4)選択制は，教師遠の「スポーツを楽しませたいJ.r生
涯スポーツを続けられるようにJという索朴な額い
と基本的には一致したシステムと評問されている。

しかし，その実現には大きなギャップがあることも

示唆された。とりあえずは渓状維持姿勢あるいは様

子うかがいの姿勢が，教師サイドに強いといえよう。

2)構想の将来との絡みで

この度の選択制導入については，かなり強い行政指

導が予想される。あるいは，生涯スポーツ構想、が学校

体育に新風を吹き込む決め手とでも考えられている領

向もある。そのことは，前期中等教育にも選択制導入

しようとする姿勢にも現れているし，無前提ではない

が，生徒選択の自由度を高めようとする意図lこも強く

打ち出されているからである。「男女共習jや「学年縦

割選択」すら検討対象としているし，クラブや部活動

との関連も体育の全体計画で明確化しなければならな

いとしている。

われわれ広島大学術潟福山中・高等学校における10

年以上前からの選択方式の試行(l982~) は，選択制

に先立つ条件として学校全体での自主性の育成(無

チャイム制，全教科での基本姿勢，自治活動の尊重な

ど)や体育教科としての取り組み(役割分担の徹患を

すべての保健体育教師が教科として実践している)等

の基礎の上に築かれれてきた。また，授業運営に関わ

るすべての情報をオリエンテーションで公開し，また

学習カードやミーテイングを重視し，かつ中・高一貫

教育研究体制下で，ほとんどの種目の学習内容体系を

開発してきたことをペースにして，選択制が成立して

いるといえる。一度学習した種目しか選択の対象にし

ない方針の中で高校3年生から 2年生へと徐々に誌大

し，大単元方式を導入してきた経過がある川，11)，1九

つまり，選択制授業の問題は，単純にこれまでの体

育授業の内容を選択にして，幾つかの設定された種目

(内容)から，生徒個々人の好みや意向の沿う形式に

するという問題だけではないのである。また，単に選

択に軽スポーツや遊戯・レクリェーションを取り入れ

ればよいとも考えられない。生徒の自主性を尊重する

ために教師は何もしないと言うのもまた基本的にわれ

われの考え方とは相入れないものである。ぞれをすれ

ば必ず選択制は何のためのものであったかとする基本

的論議に立ち戻る宿命にあると断言できる。

選択制を取り入れてやめたとする学校も広島県下で

2校報告された。近い将来を象徴しているような事例

とも考えられる。さらに，選択制には生徒遠の自主性

の間霊童も大きく浮上してきた。教認の器等性とも絡

まって日、簡単iこシステムチェンジ出来る兇翠とも考

えられない。選択さjlJの導入は，それ自体が学校システ

ムの携i霊的改変であり.それは{宅待:=地域の律事ま・ス

ポーツ活動をも巻き込んでいく可能往を務めている。

引用・参考文献
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ラムの方向，学校体脊，第H巻4号， 18-20， 1991 
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予ぎ， 第38巻5号， 28-2弘 1989 
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資授業での選択討についてjーアンケートによる
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4 )片間 裕，飽:改訂学習溶き客室さ鎮の年期計図の作
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専門分科会， 1989 

5)体育・スポーツ教育実践議箆刊行会議:選択制授

業のすすめ方，体育・スポーツ実践講主主19巻中第

14巻として紹介されている。ニチプン，日本文教

社， 1987 

6)梅本二郎:選択簡をめぐって，件育科教脊，第35
巻1号， 33-35， 1987 
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からみた学校体育のあり方について，一選択教材

の扱い方と問題点一，学校体育，第35巻14号，

110-116， 1982 
11)松井久男，服部誠治，他:保健体育科における選

択教材の扱い方について(第1報)，広島大学附属

中・高等学校中等教脊研究紀婆，第23巻，

97-109， 1983 
12)土肥貢，佐藤裕，他:高校体育科の教材選択

方式による教育効果に関する実践的研究，広島大

学問属中・高等学校中等教育研究紀婆，第24巻，

1-30， 1984 
13)藤原孝夫 r能動性j概念の本質と授業展開，吉
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一一一「島補資料

アンケー卜

*該当するものにO印を記入し，空機をうめて下さい。
(複数回答可)

I 貴校の学校の環境についてお答下さい。

1)学校の所在地の環境は次のどれに該当しますか。

1.都市部中心地

2.都市部郊外

3.農山村部

4.島しょ部

2 )使用可能な施設は，どのくらいありますか。ま

たどのくらいの広さですか。

トフック m 専用兼用

グ テニスコート 面 専用兼用

ブ
バレーポールコート 面 専用兼用

パスケットボールコート 蘭 専用兼用

ン
サッカー場 あるない 専用兼用

ド ラグビー場 あるない 専用兼用

野球場 あるない 専用兼用

バレーボールコート 面 専用兼用

体 バスケットボールコート 面 専用兼用

会jよ霊場 あるない 専用兼用

τ目£三ご 柔道場 あるない 専用兼用

ダンス室 あるない 専用兼用

館 ノfドミントンコート 商 専用兼用

卓球台 i口A 専用兼用

プール{ )コース あるない ロ1
」一

また，それぞれの施設を使用する際の用具は整っ

ていますか。

1.ほとんど整っている。

にある種目については整っていなし}o

種目(

3.ほとんど整っていない。

3)在籍している生徒数は何人ですか。また，体育

授業ではそれぞれ何クラスですか。

男子|女

人|

訂

また，時間害j編成上，同一時間に行われる体育

の最大阪のクラス数は現時点‘でいくつですか。な

お，保縫の授菜lま含まれません。

クラス

学校名( 立 学校}

4)①体育科の教諭は何名ですか。

男名+女名=計名

② H 非常勤講師は何名ですか。

男名+女名=計名

③非常勤講師の持ち時間は合計何時間ですか。

時間

II 選択性授業についてお答下さい。

体育では， r選択性授業Jを実施していますか。
1.実施している。

2.実施してはいないが，検討中である。

3.以前に実施していたが，現在は笑施はしてい

ない。

4.実施していない。

5.その他(

また， r選択制授業」を実施している場合，実施し
て何年目になりますか。年目

III 【以下 1-6は， r選択制授業jを実施している学
校のみお答え下さい。】

1)なぜ， r選択制授業」を取り入れたのですか。
1.学習指導要領の方針に添うようにするため。

2. r生涯スポーツjの理念を考慮したため。
3. r個性化Jr個別化」の理念を生かすため。
4.生徒に運動の楽しさを理解させるため。
5.教師の専門性を生かすため。

6.生徒数の関係で，これまで授業が円滑に進め

られなかったため。

7.施設を有効に使うため。

8.その他(

2)選択制授業種目群は，どのようにして決めまし

たか。

1.同一運動領域内での選択にした。

(伊tl:ノfレー・サッカー・ノTスケ)

2.異なる運動領域からの種目選択にした。

(例:鉄棒・ダンス・水泳)

3.地域特性を生かした選択にした。

(関:スキー・スケート/男女混合/学年解除

等)

4.あらゆる運動種目の中からの自由選択にした。

(生徒の意見重視)

5，教師の専門・教師の数で種目が決められた。

6.使用可能な施設・設備によって決められた。

7.季節(シーズン)を考慮して決めた。
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8.その他

3)具体的な選択制授業種目群と，使m施設数並び
にその実施時間数はどのくらいですか。それぞ

れの学年についてお答え下さい。但し，サッカ一

等，正規のコートの広さで実施されていなくて

も構いません。

f7iJ 1年バレーポール (2笥)りfスケットポー
ル(2函)の群を25時間

1年

2年

3年

4 )生徒が種目を選択する場合，

(1)その生徒の属している倶楽部との関係はどのよ

うに指導していますか。

1.クラブ活動と選択種目とはいっさい関係な

し)0

2.なるべくクラブ活動とは違う種目を選ぱせ

るようにしている。

3.クラブ活動とは違う種目しか選べない。

4.その他

(2)その生徒の以前の選択種目と今の選択種目との

関係はどのように指導していますか。

1.以前の選択種目とはいっさい関係ない。

2.なるべく以前の学年で覆修する選択種目と

は違う種目を選ぶようにしてい。

3.一度前学年次に履修した種目は選べない。

4.その他

5 )同一学年での選択において，生徒の希望が集中

したら，どのように対処していますか。

し生徒同志で話合いをして人数調整をしている。

2.教師が指導してわり振っている。

3.抽選にしている。(ジャンケンを含む。)

4.以前腹修していなかった者を優先している。

5.特に調整しない。

6.第2，第3希望をとって調整する。

7.その他

6) r選択さi!1授業jはどのように行っていますか。
1.教額の主導による一斉学習が多い。

2.教障がプログラムを提示するグループ学習。

3.教闘が終に応じて助言を与えるグループ学習C

4.安全管理指導に盤きをおくグループ学習。

5.学年や鐙自によって，一斉授業かグループ学

習を行う。

6.その他

7) r選択~J授業j を実錯してみて. r選択製設業J
を実践していなかったときと比べるとどんな変

化がありますか。 f選択制授業jを笑錯していな
かった時をo(基準)として，五段階で該当す
るところにO印を記入して下さい。
{各演目に +2 +1 0 -1 -2 

1.生徒に学習意欲が克られるようになった。

2.生徒の学習ノートへの記入が不明惑まになった。

(出欠など)

3.生徒が運動に親しむようになった。

4.授業開始が速やかに行われなくなった。

5.生徒が運動をとのしもうとする努力ができる

ようになった。

札生徒の実際の逐動量が少なくなった。

7.生徒が自主的に工夫して学習するようになっ
た。

8.生徒が運動特性を理解しやすくなった。

9.生徒が自己の能力に応じた目標を設定して学

習するようになった。

10.生徒が自分から運動諜題を解決するように

なった。

11.生徒が学習する中で，自分がこれから何をす

ればよいか分かるようになった。

12.施設を有効に使えるようになった。

13.教師の専門性を生かすことができた。

14.その他

IV-l 【以下は.r選択制授業jを実施していない学校
のみお答え下さい。]

1) r選択制授業」を行っていないのは何故ですか。
1.使用可能の施設。設備に限りがあるから必然

的に種目が決まってしまう。

2.教師の専門・教師の数で種目が限られた。

3.教師の持ち時間数で種目が限られた。

4.生徒数が少なくて，選択制にすると授業が成

り立たない。

5.評価が困難になるから。

6.教師自身， r選択制授業Jの意義が見だせな
~)o 

7.教師が「選択制授業Jの中のどこで指導して
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よいか分からない。

8.生徒の自主的活動能力が乏しい。

9.生徒の体力・技能の向上が望めない。

10.生徒自身が自分の課題を解決する能力がない。

11.時間割編成上困難である。(他科目との兼ね合

いがうまくいかない。)

12.天候の急変や教師の急な出張などの突発的な

事態が起こったとき，対応できない可能性が

高い。

13.その他

IV-2【以下は，以前に I選択制授業Jを実施していたが，
現在実施していない学校のみお答え下さい。】

以前に実施していた[選択制授業jをやめたのは

何故ですか。

1.授業前後の生徒との連絡・指導が出来にくい。

2.他科目との兼ね合いがうまくいかなかった。

3.やってみたら生徒の自主性があまりにもなく，

「選択制授業Jが出来なかった。(成り立たな
かった。)

4.従来の授業を行っていたときと大した変化が

認められなかった。

5. r生涯スポーツ」との関わりが見いだせなかっ
Tこ。

6.生徒の体力・技術の向上が認められなかった。

7.生徒の課題解決能力が乏しかった。

8.天候の変化に対応した設備(ビデオ・図書・

トレーニング室など)や，生徒の能力(雨が

降ったらすぐミーティングなど)がない。

9.生徒のそれぞれの能力に応じた指導が出来な

かった。

10.生徒が記入したグループノート・個人カード

に次への課題を示すなど，授業時間外の負担

が大きい。

11.その他(

V 【以下は，全員お答え下さい。】

「選択制授業」について率直にどう思われますか。

1. r生涯スポーツJを考慮にいれて実施したほう
カfよしヨ。

2.運動の楽しさを理解させるために実施したほ

うがよい。

3. r個性化・個別化Jを考慮、にいれて実施したほ
うがよい。

4.学校体育においてはやらなくても，現時点で

は特に差し支えない。

5.生徒の体力・技術の向上を考えて，実施しな

いほうがよい。

6.その他(

御協力ありがとうございました。
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